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一
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
か
い
な
か
、
と
い
う
黙
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
今
一
つ
述
べ
て
お
き
た
い
。
本
書
第
三
章
第
三
節
に
政
め
ら
れ
た
山

崎
利
男
氏
の
論
稿
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
中
世
世
界
の
成
立
」
に
よ
っ
て
我
々

は
、
現
在
、
ィ
γ
ド
の
史
皐
界
に
お
い
て
四
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
の

北
イ
ン
ド
杜
禽
を
題
材
と
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
社
曾
に
範
を
求
め
た
イ
ン
ド

封
建
祉
舎
論
が
鐙
ん
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

佐
藤
次
高
氏
の
筆
に
成
る
同
章
第
四
節
「
西
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
世
世
界
の
成

立
」
は
、
マ
ム
ル
l
p
〈
白
人
奴
隷
〉
軍
人
の
農
村
に
お
け
る
人
と
土
地
に
到

す
る
支
配
と
都
市
に
謝
す
る
経
済
的
支
配
を
骨
組
み
と
す
る
イ
ク
タ
I
制
を
め

ぐ
っ
て
イ
ス
ラ
ム
封
建
佐
倉
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

評
者
は
イ
ン
ド
史
・
西
ア
ジ
ア
史
に
つ
い
て
全
く
知
見
を
持
た
な
い
が
、
こ
う

し
た
封
建
社
禽
論
の
盛
行
と
い
う
現
象
の
背
景
に
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
現
在

直
面
し
て
い
る
近
代
化
と
い
う
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
近
代
化

の
前
提
と
な
り
、
ま
た
そ
の
克
服
の
劉
象
と
な
る
政
治
・
祉
舎
制
度
の
淵
源
を

見
き
わ
め
よ
う
と
す
る
強
い
青
ザ
円
か
、
こ
う
し
た
議
論
を
推
進
す
る
原
動
力
と

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
封
建
祉
禽
か
ら
近
代

へ
、
と
い
う
車
線
的
な
史
観
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
封
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
的
な
基
準
で
針
象
世
界
を
一
元
的
に
把
宿
す
る
渡
展
段
階
論
に
劃
す
る
批
判
刊

を
も
と
に
登
場
し
た
祉
禽
史
、
ま
た
土
大
夫
と
い
う
中
園
固
有
の
存
在
を
遁
し

て
中
世
共
同
陸
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
谷
川
氏
の
見
解
は
、
制
到
象
世
界
の
個
有

の
あ
り
方
を
も
と
に
歴
史
の
展
開
を
把
径
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
ら
は
我
々
を

ひ
と
ま
ず
多
元
的
な
世
界
史
理
解
へ
と
導
く
。
し
た
が
っ
て
、
世
界
諸
地
域
の

近
代
化
へ
の
志
向
を
、
ど
う
く
み
と
っ
て
い
く
か
と
い
う
問
題
が
こ
の
杜
舎
史

的
方
法
そ
し
て
谷
川
氏
の
共
同
様
論
に
は
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

評
者
の
力
量
不
足
か
ら
非
常
に
抽
象
的
な
議
論
に
移
始
し
、
ま
た
書
評
の
領

域
を
数
々
ふ
み
は
ず
し
た
こ
と
を
深
く
お
わ
び
し
た
い
。
本
講
座
の
出
脹
を
契

機
と
し
て
よ
り
豊
か
な
議
論
が
ま
き
お
こ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

一
九
八
二
年
四
月
東
京

皐
生
祉

A
5
版
=
=
二
頁

羽

田

明

著

中
央
ア
ジ
ア
史
研
究

佐

口

透

最
近
の
中
園
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
プ
l
ム
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
「
新
弱
維
吾

爾
自
治
医
」
と
い
う
語
が
報
道
出
版
物
に
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
き
て
お

り
、
ま
た
、
吐
魯
番
と
か
烏
魯
木
湾
、
和
田
な
ど
と
い
う
地
名
や
そ
の
場
所
も

日
本
人
に
と
っ
て
身
近
に
な
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
新
酒
と
い
う
地
域

や
維
吾
爾
と
い
う
民
族
の
歴
史
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
の
上
と
は
到
底
思
わ
れ

な
い
。
新
彊
と
い
え
ば
、
そ
の
古
代
、
前
近
代
史
は
西
崎
明
と
い
う
稽
呼
で
よ
く

知
ら
れ
て
お
り
、
漢
代
・
唐
代
の
西
域
史
ゃ
、
中
園
と
の
諸
関
係
、
あ
る
い
は

西
域
の
文
物
、
東
西
文
化
交
流
の
舞
憂
と
し
て
の
西
域
文
明
に
つ
い
て
は
多
く

の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
一

O
世
紀
以
降
の
西
域
・
中
央
ア
ジ
ア

史
研
究
は
最
近
は
ふ
え
て
き
た
と
は
い
え
、
一
般
的
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
も
事
貨
で
あ
り
、
と
く
に
一
九
四

0
年
代
以
前
は
、
中
央
ア
ジ
ア
近
世

史
研
究
は
圏
内
的
に
も
園
際
的
に
も
乏
し
く
、
東
洋
史
専
門
家
の
聞
に
も
そ
の

認
識
は
薄
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。
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こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
に
あ
っ
て
、
近
世
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
(
西
域
)

史
の
研
究
に
着
目
さ
れ
、
こ
れ
を
開
拓
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
井
戸
を
掘
る
」
仕

事
に
従
事
さ
れ
、
か
っ
、
達
成
さ
れ
た
の
が
本
書
の
著
者
、
羽
田
明
氏
で
あ

る
。
羽
田
氏
が
一
九
四
二
(
昭
和
一
七
)
年
に
設
表
さ
れ
た
「
明
末
清
初
の
東

ト
ル
キ
ス
タ
ン
ー
ー
そ
の
回
数
史
的
考
察
|
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
七
五
)

は
こ
の
分
野
で
の
劃
期
的
な
、
先
髄
者
的
論
文
で
あ
り
、
現
在
も
債
値
を
失
わ

な
い
業
績
で
あ
る
が
、
以
後
、
著
者
は
近
世
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
史
、
ジ
ユ
ン
ガ

ル
史
、
中
央
ア
ジ
ア
の
ト
ル
コ
・
イ
ス
ラ
ム
史
、
東
西
交
渉
史
の
分
野
に
わ
た

っ
て
数
々
の
論
著
を
設
表
さ
れ
て
、
斯
界
の
メ
ン
ト
1
ル
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
氏
の
三
、
三
の
盟
行
書
は
別
と
し
て
、
数
多
く
の
論
文
が
四

十
年
徐
に
わ
た
っ
て
諸
種
の
皐
術
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
後
進
の
研
究

者
は
そ
の
入
手
に
不
便
を
感
じ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
が
一
著
に
ま
と
め

ら
れ
る
こ
と
を
願
望
し
て
い
た
が
、
幸
い
、
本
書
は
中
央
ア
ジ
ア
史
に
関
す
る

氏
の
論
文
集
成
で
あ
る
と
と
も
に
、
陸
系
化
の
試
み
も
な
さ
れ
て
い
て
、
な
が

ら
く
皐
界
で
待
望
さ
れ
て
い
た
書
で
あ
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
本
書
の
内
容
目
次
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
(
た
だ
し
、
節
・
項
は
省

略
す
る
)
。

第
一
部
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
近
世
史
の
研
究

第

一

章

一

七

i
一
八
世
紀
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン

第
二
章
清
朝
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
統
治
政
策

第
三
章
「
回
曾
」
ア
プ
ド
・
ア
ッ
ラ
シ
l
ド
と
西
寧
|
|
清
朝
初
期
の
イ

ス
ラ
ム
都
市
|
|

第
二
部
ジ
ユ
ン
ガ
ル
王
園
史
の
研
究

第

一

章

エ

ル

l
ト
族
考

西
套
エ
ル
l
ト
の
起
源
||
『
朔
漢
方
略
』
の
誤
俸
に
つ
い
て
1
1
|

エ
ル

l
ト
H

ホ
シ
ョ
ト
読
に
つ
い
て
l
|
ジ
ュ
ン
カ
ル
王
園
勃
興

史
の
一
側
面
|
|

カ
ル
ダ
ン
停
考
稗

ジ
ュ
ン
ガ
ル
王
園
と
ブ
ハ
l
一
フ
人
|
|
内
陸
ア
ジ
ア
の
遊
牧
民
と

オ
ア
シ
ス
農
耕
民
l
l
l

第
六
章
ジ
ュ
ン
ガ
ル
王
園
の
文
化

第
三
部
東
西
交
渉
史
論

第
一
章
東
西
文
化
の
交
流

第
二
章
ソ
グ
ド
人
の
東
方
活
動

第
三
章
明
帝
園
と
オ
ス
マ
ン
帝
園

第
四
章
大
黄
の
セ
レ
ン
ガ
地
方
原
産
設
に
つ
い
て

第
五
章
西
寧
と
多
巴
|
|
中
圏
西
北
遇
境
の
貿
易
都
市
|
|

第
四
部
ト
ル
コ
民
族
と
イ
ス
ラ
ム

第
一
章
か
シ
ム
ガ
リ
!
と
『
ト
ル
コ
・
ア
ラ
ブ
語
索
』

第
二
章
遊
牧
民
と
都
市
1
ー
ー
と
く
に
ト
ル
コ
民
族
の
定
住
民
化
・
都
市
民

化
を
め
ぐ
っ
て
1
1
1

第
三
章
ト
ル
コ
民
族
の
イ
ス
ラ
ム
化

第
四
章
ジ
ャ
ダ
の
呪
術
に
つ
い
て
|
|
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
と
イ
ス
ラ
ム

l
l

第
五
章
ス
l
フ
イ
ズ
ム
と
ト
ル
コ
民
族

第
六
章
サ
ト
ゥ
ク
・
ブ
グ
ラ
・
ハ
ン
の
改
宗
俸
設
に
つ
い
て

第
七
章
マ
ム
ル
1
ク
と
カ
プ
ヲ
・
ク
ル
ラ
ル
|
|
イ
ス
ラ
ム
史
上
の
「
奴

隷
丘
(
」
制
度
|
|

第
八
章
イ
ス
ラ
ム
園
家
の
完
成

チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ハ
ン
家
系
圃

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章
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本
文
五

O
六
頁
よ
り
成
る
本
書
の
内
容
は
劉
象
分
野
に
よ
っ
て
右
の
よ
う
な

四
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
第
一
、
二
部
は
主
と
し
て
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世

紀
に
か
け
て
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
同
時
代
の
ジ
ェ
ン
ガ
ル
王
園
の
歴
史
を
扱

っ
た
も
の
で
、
と
く
に
第
一
部
は
著
者
の
初
期
の
研
究
分
野
で
あ
り
、
原
作
は

一
九
四
二

1
四
四
年
の
著
述
で
あ
る
。
第
三
部
に
も
右
の
分
野
に
関
す
る
論
文

(
第
四
、
五
章
)
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
「
奮
稿
を
書
き
改
め
、
首
尾

一
貫
し
た
一
怖
の
書
物
に
纏
め
上
げ
る
こ
と
」
を
目
標
と
さ
れ
、
四
部
に
編
集

さ
れ
た
の
で
、
氏
の
研
究
が
新
ら
た
に
盛
系
化
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き

る
。
し
か
も
、
奮
稿
〈
す
な
わ
ち
原
作
)
に
は
字
句
の
統
一
の
ほ
か
、
多
少
の

修
正
の
手
が
加
え
ら
れ
、
著
者
が
現
在
で
は
不
十
分
と
見
ら
れ
た
箇
所
に
は
新

し
い
追
記
や
注
記
が
附
せ
ら
れ
て
い
て
、
最
近
の
関
連
研
究
の
一
端
を
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
本
書
は
羽
田
氏
の
沓
稿
の
集
成
で
は
あ
る
が
、
評
者
(
佐
ロ
〉
と

し
て
は
そ
れ
が
睡
系
化
さ
れ
た
新
ら
た
な
著
書
で
あ
る
と
見
な
し
て
、
以
下
、

多
少
の
-
評
を
試
み
た
い
。
貨
は
評
者
は
過
去
三
十
年
徐
に
わ
た
っ
て
、
羽
田
氏

の
研
究
に
啓
設
さ
れ
、
氏
と
共
通
の
研
究
分
野
の
な
か
に
踏
み
い
り
、
氏
と
は

若
干
の
調
黙
の
相
違
を
意
識
し
な
が
ら
、
氏
の
研
究
業
績
を
遺
跡
し
、
あ
る
い

は
依
嬢
し
、
あ
る
い
は
歓
落
を
埋
め
な
が
ら
、
自
ら
の
研
究
を
進
め
た
と
い
う

同
皐
の
立
場
か
ら
の
紹
介
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
激
め
お
こ
と
わ
り
し

て
お
き
た
い
。

羽
田
氏
の
研
究
全
鐙
の
な
か
の
最
も
代
表
的
な
第
一
部
第
一
章
は
氏
の
最
初

の
論
文
「
明
末
清
初
L

の
挟
充
増
補
版
で
あ
り
、
一
七
一
八
世
紀
東
ト
ル
キ

ス
タ
ン
史
の
大
勢
を
述
べ
た
研
究
で
あ
る
。
氏
は
一

O
世
紀
前
後
に
湖
る
東
ト

ル
キ
ス
タ
γ
の
イ
ス
ラ
ム
化
の
過
程
を
零
細
な
中
園
史
料
を
検
討
し
て
跡
づ

け
、
そ
れ
が
か
な
り
の
時
聞
を
要
し
た
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
ホ

1
ジ
ャ
家
の

権
威
の
樹
立
に
伴
っ
て
一
七
世
紀
は
じ
め
、
い
わ
ゆ
る
明
末
清
初
の
交
に
イ
ス

ラ
ム
化
の
完
成
を
見
た
も
の
と
剣
断
し
て
い
る
。
氏
は
こ
の
研
究
に
際
し
て
、

掌
時
、
西
欧
人
の
先
進
的
研
究
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
り
丘
町

Oz--pmrzp

司

-
C
B
E包・

ζ
・
出
回
耳
目
自
ロ
ら
の
所
設
に
も
か
な
り
依
接
さ
れ
て
は
い
る

が
、
明
代
中
園
史
料
か
ら
の
零
細
な
記
事
を
利
用
し
て
綿
密
に
論
じ
て
お
り
、

現
在
も
基
本
的
に
は
氏
の
所
設
を
大
き
く
賓
更
す
る
ほ
ど
の
研
究
は
現
わ
れ
て

い
な
い
。
た
だ
、
氏
が
タ
l
リ
ム
盆
地
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
化
の
成
熟
(
ホ
l

ジ
ャ
時
代
〉
を
イ
ス
ラ
ム
「
神
聖
圏
家
」

(
ζ
-
E
H
E
B
Eロ
の
用
語
)
の
出

現
と
見
な
し
て
お
ら
れ
る
が
、
「
一
柳
墓
園
家
」
じ
た
い
の
定
義
や
読
明
が
な
さ

れ
て
い
な
い
の
は
や
や
物
足
り
な
い
。
モ
グ
1
ル
園
家
制
度
、
ス
l
フ
イ
ズ
ム

と
く
に
ナ
タ
シ
ユ
パ
ン
デ
ィ
エ
数
闘
に
つ
い
て
の
研
究
も
最
近
は
か
な
り
準
ん

で
い
る
の
で
、
そ
の
検
討
に
よ
る
新
ら
た
な
盟
系
化
は
今
後
の
課
題
と
な
る
と

恩
わ
れ
る
。
羽
田
氏
は
さ
ら
に
、
白
帽
回
、
紅
絹
回
、
纏
頭
固
な
ど
と
中
園
史

料
で
稽
せ
ら
れ
て
い
る
土
着
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
民
族
問
題
に
つ
い
て
も
周
到

に
考
察
し
て
い
る
。
郁
韻
土
の
『
藩
部
要
略
』
巻
一
五
に
見
え
る
輝
和
爾
は

c
u
d
v
R
の
音
譲
で
あ
ろ
う
が
、
羽
田
氏
は
現
代
維
吾
爾
と
の
異
同
に
つ
い
て

明
言
を
避
け
て
い
る
。
私
の
考
え
で
は
現
代
の
維
吾
爾
は
二
十
世
紀
に
お
い
て

新
し
く
採
用
さ
れ
た
民
族
構
呼
で
あ
っ
て
、
明
代
西
域
史
料
の
畏
吾
見
(
及
び

輝
和
爾
)
は
併
数
ウ
イ
グ
ル
の
少
数
残
存
集
圏
と
見
て
よ
く
、
現
代
維
吾
爾
と

は
別
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
、
羽
田
氏
は
カ
シ
占
ガ
ル
N

ホ
l
ジ

ャ
家
の
由
来
、
ジ
ュ

γ
ガ
ル
の
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
征
服
、
清
朝
の
東
ト
ル
キ
ス
タ

ン
支
配
に
つ
い
て
概
観
し
、
一
八
、
九
世
紀
に
お
け
る
清
朝
の
新
彊
統
治
、
イ

ス
ラ
ム
教
徒
の
反
観
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
第
一
部
第
一
章
は
一
五
|
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一
八
世
紀
聞
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
ト
ル
コ
日
イ
ス
ラ
ム
祉
禽
の
形
成
に
つ
い

て
の
通
史
で
あ
り
、
ま
た
、
在
来
、
前
人
未
踏
の
諸
問
題
を
指
摘
し
た
も
の
で

あ
り
、
開
拓
者
的
業
績
と
し
て
高
い
債
値
を
持
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
第
二
章
は
氏
が
一
九
四
四
年
に
裂
表
さ
れ
た
「
異
民
族
統
治
上
か
ら

見
た
る
清
朝
の
回
部
統
治
政
策
」
の
修
正
改
訂
版
で
あ
り
、
や
は
り
氏
の
代
表

作
の
一
つ
で
あ
る
。
本
'
掌
で
、
羽
田
氏
は
清
朝
と
回
部
(
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
)

と
の
闘
係
が
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
か
の
過
程
を
設
明
し
、
田
部
を
卒
定
し
た

清
朝
が
ど
の
よ
う
な
目
的
、
方
法
で
田
部
を
統
治
し
た
か
を
多
角
的
に
分
析
し

て
い
る
。
統
治
は
軍
政
と
民
政
に
二
大
別
さ
れ
、
総
統
伊
整
等
庭
料
軍
の
管
轄

の
下
に
参
賛
大
臣
、
領
隊
大
臣
の
格
競
を
持
つ
軍
事
指
揮
官
が
官
兵
を
率
い

て
、
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
の
各
城
に
分
成
し
た
。
軍
隊
と
し
て
は
満
蒙
兵
、
漢
人
緑

旗
兵
、
シ
ボ
、
ソ
ロ
ン
、
ダ
フ
l
ル
、
チ
ヤ
ハ
ペ
エ
ル
l
ト
な
ど
遊
牧
系
民

族
で
編
成
さ
れ
た
約
五
、
六
千
人
の
駐
屯
兵
が
あ
っ
た
。
新
殖
駐
兵
の
附
帯
事

業
と
し
て
屯
田
(
丘
一屯

・
戸
屯
・
犯
屯
〉
が
あ
っ
た
。
民
政
・
地
方
行
政
組
織

と
し
て
羽
田
氏
は
州
懸
制
、
ジ
ャ
サ
ク
制
、
ベ
タ
制
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
ベ
ク
制
は
土
着
イ
ス
ラ
ム
教
徒
統
治
の
た
め
、
と
く
に
必
要
な
土
着

人
出
身
の
官
人
で
あ
る
が
、
羽
田
氏
で
は
ベ
ク
官
人
制
の
構
造
的
、
醐
盟
系
的
分

析
は
飲
け
て
い
る
。
羽
田
氏
は
「
清
朝
は
カ
シ
ユ
ガ
リ
ア
を
中
園
の
領
土
の
一

部
と
し
て
で
は
な
く
、
満
洲
人
君
主
に
隷
属
す
る
軍
事
留
保
地
的
な
自
治
領
と

し
て
直
接
こ
れ
を
統
治
し
よ
う
と
し
た
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
こ
の
「
軍
事
留

保
地
的
自
治
領
」
と
い
う
の
が
氏
の
新
斑
史
の
理
解
の
基
本
で
あ
っ
て
、
私
も

占
領
地
に
制
到
す
る
監
督
統
治
と
い
う
意
味
を
ふ
く
め
て
氏
の
設
に
追
随
す
る
。

羽
田
氏
は
清
朝
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
統
治
政
策
を
牽
制
、
隔
離
、
懐
柔
の
三
つ

の
観
貼
で
分
析
し
て
い
る
。
牽
制
と
は
黛
争
の
利
用
、
異
種
部
族
の
隔
離
、

、
ト
ル
フ
ァ
ン
な
ど
忠
誠
な
因
子
の
優
遇
、
威
服
主
義
の
採
用
、
カ
シ
ュ
ガ

リ
ア
の
支
配
階
級
の
牽
制
な
ど
を
あ
げ
、
と
く
に
ベ
タ
官
人
に
劉
す
る
巌
し
い

監
説
を
さ
す
も
の
で
あ
る
。
隔
離
政
策
と
は
漢
・
回
の
隔
離
に
関
す
る
各
種
の

方
策
で
あ
り
、
懐
柔
政
策
と
は
民
衆
の
人
心
牧
撹
に
関
す
る
各
種
の
方
策
で
あ

る
。
氏
の
究
明
さ
れ
た
統
治
政
策
の
内
容
は
詳
細
に
わ
た
っ
て
お
り
、
私
も
こ

の
研
究
を
参
照
し
て
敬
一
尽
を
得
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
牽
制
、
隔
雄
、
懐
柔

と
い
う
概
念
、
そ
れ
ら
の
内
容
の
分
類
が
若
干
重
複
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、

今
と
な

っ
て
は
、
も

っ
と
別
の
方
法
論
か
規
準
で
再
整
理
し
て
聾
系
化
し
て
み

た
い
と
感
ず
る
黙
が
あ
る
。
と
く
に
、
祉
禽
経
済
生
活
の
解
明
に
は
上
記
の
一
一
一

種
の
概
念
で
は
律
し
難
い
も
の
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
原
著
は
が
ん
ら
い
、
統

治
政
策
と
い
う
課
題
の
直
接
的
庭
理
を
目
的
と
さ
れ
た
熱
か
ら
見
て
、
私
の
批

評
も
蛍
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
論
文
は
組
合
的
か
っ

寅
誼
的
な
分
析
に
基
づ
い
て
い
て
、
今
の
と
こ
ろ
、
他
に
類
の
な
い
資
料
と
し

て
高
く
許
債
さ
れ
る
。
以
上
に
つ
い
で
、
ホ
l
ジ
ャ
勢
力
の
復
活
、
白
山
議
・

黒
山
禁
問
題
、
コ

l
カ
ン
ド
・
ハ
ン
園
の
干
渉
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
新
彊
へ
の
接

近
、
清
朝
の
新
酒
支
配
の
弱
位
化
と
動
務
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
反
縦
、
ヤ
ク
ー

プ

u
ベ
ク
の
侵
入
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
左
宗
裳
に
よ
る
新
彊
収
復
の
過

程
が
要
領
よ
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。
新
彊
省
制
の
施
行
に
よ
っ
て
満
洲
的
統
治

政
策
は
根
底
か
ら
積
り
、
新
殖
は
漢
人
の
植
民
地
と
な
り
、
満
洲
王
朝
の
領
土

か
ら
一
穂
し
て
中
園
の
領
土
に
な
っ
た
と
、
羽
田
氏
は
結
論
し
て
い
る
。

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
近
世
史
に
関
す
る
羽
田
氏
の
研
究
は
四
十
年
前
の
一
九
四

一
一
|
四
四
年
に
設
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
そ
れ
が
い
か
に
開

拓
者
的
業
績
と
し
て
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で

あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
現
在
も
不
動
の
皐
術
的
債
値
を
保
っ
て
い
る
。
寅

は
羽
田
氏
に
は
、
『
支
那
周
遊
史
』
問
〈
一
九
四
三
年
刊
)
に
牧
め
ら
れ
て
い

る
「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
史
・
近
世
」
と
い
う
概
設
が
あ
り
、
現
在
の
著
者
に
は
牧

。b
E
U
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録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
明
代
の
西
域
に
関
す
る
記
事
も
詳
し
く
、
や
は
り
、
後

撃
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
論
設
で
あ
る
。
羽
田
氏
の
研
究
は
根
本
史
料
を
引
用
し

な
が
ら
も
、
か
な
り
概
設
的
に
絞
述
さ
れ
、
中
央
ア
ジ
ア
史
の
大
局
を
把
握
さ

れ
、
一
九
四

0
年
代
に
お
い
て
、
わ
が
園
の
塵
界
、
海
外
の
皐
界
と
も
に
、
前

人
未
踏
の
分
野
を
抽
総
合
的
に
切
り
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
分
野
で
研
究
す

る
数
多
く
の
後
拳
が
現
在
で
は
、
氏
の
研
究
成
果
に
多
く
の
も
の
か
嘗
然
附
加

す
る
に
い
た
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
氏
の
研
究
に
基
づ
く
成
果
で
あ

り
、
そ
れ
は
氏
の
開
拓
者
的
業
績
の
披
充
、
増
殖
に
よ
る
中
央
ア
ジ
ア
史
皐
の

愛
展
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
第
三
部
に
絞
め
ら
れ
て
い
る
「
大
賞
の

セ
レ
ン
ガ
地
方
原
産
設
に
つ
い
て
」
「
西
寧
と
多
巴
」
は
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
近

世
史
の
分
野
で
の
論
文
と
し
て
第
一
部
に
関
連
e

つ
け
た
い
。
前
者
は
シ
ベ
リ
ア

の
ロ
シ
ア
人
に
強
〈
要
望
さ
れ
た
大
賞
の
原
産
地
が
セ
レ
ン
ガ
地
方
と
侮
え
ら

れ
た
の
は
誤
解
で
あ
っ
て
、
セ
リ
ン
グ
(
シ
ニ
ン
グ
、
西
寧
〉
と
混
同
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
査
し
、
後
者
は
青
海
に
お
け
る
商
業
都
市
の
感
衰
の
背

景
に
つ
い
て
考
設
し
た
論
考
で
あ
る
。
雨
者
と
も
短
篇
な
が
ら
、
ベ
リ
オ
皐
風

を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

羽
田
氏
の
第
二
の
研
究
分
野
は
本
書
第
二
部
の
内
容
を
な
す
ジ
ュ
ン
ガ
ル
史

で
あ
る
。
第
二
部
は
五
つ
の
論
文
よ
り
な
り
、
震
表
年
次
か
ら
見
る
と
、
一
九

五
0
1六
0
年
代
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
わ
が
園
の
蒙
古
・
西
域
史
研

究
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
一
九
四

0
年
代
以
前
に
お
い
て
も
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
史
の

研
究
は
き
わ
め
て
貧
困
で
、
わ
ず
か
に
矢
野
仁
一
が
概
設
的
に
扱
っ
た
程
度
で

あ
っ
て
、
内
陸
ア
ジ
ア
近
世
近
代
史
研
究
に
針
す
る
認
識
不
足
の
朕
態
が
つ
づ

い
た
。
そ
の
意
味
で
ジ
ュ
ン
ガ
ル
史
を
基
本
か
ら
研
究
し
よ
う
と
し
た
羽
田
明

氏
の
功
績
は
大
き
い
。
ジ
占
ン
ガ
ル
史
研
究
に
は
『
朔
漢
方
略
』

『準
噂
爾
方

略
』
『
清
貧
録
』
な
ど
の
基
礎
的
史
料
の
他
に
、
多
種
多
様
の
清
朝
文
献
が
あ

そ
そ
の
利
用
に
は
多
大
の
精
力
が
必
要
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
側
に
資
料
-
か
あ
っ

た
に
せ
よ
、
日
本
の
研
究
者
と
し
て
は
』
・
司
・
回
包

p
-
4
の
著
述
に
依
践
す

る
こ
と
で
精
一
杯
で
あ
っ
た
。
羽
田
氏
は
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
近
世
史
研
究
と
卒

行
し
て
、
関
連
性
の
密
接
な
ジ
ユ
ン
ガ
ル
史
の
諸
問
題
に
と
り
組
ん
で
い
た
。

第
二
部
第
一
章
「
エ
ル
l
ト
族
考
」
は
清
朝
史
料
に
見
え
る
厄
魯
特
(
エ
ル
ー

ト
〉
の
語
義
と
そ
の
本
態
を
考
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
氏
は
エ
ル
l
ト
H

ホ
シ

ョ
ト
設
と
エ
ル

1
ト
H
ジ
ュ
ン
ガ
ル
〈
チ
ョ
ロ
ス
〉
設
を
一
慮
承
認
し
、
前
者

の
立
場
に
や
や
賛
成
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
。
貨
に
、
厄
魯
特
の
寅
態
は
解
明

し
難
い
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ジ
ユ
ン
ガ
ル
史
の
研
究
者
が
ふ
え
(
ソ
連
邦
の

ズ
ラ
ト
キ
ン
氏
、
チ
ベ
ッ
ト
史
料
の
山
口
瑞
鳳
氏
、
モ
ン
ゴ
ル
H

オ
イ
ラ
ー
ト

史
料
の
岡
田
英
弘
氏
を
は
じ
め
、
若
松
寛
、
森
川
哲
雄
、
宮
脇
淳
子
氏
ら
の
研

究
)
、
す
ぐ
れ
た
研
究
も
褒
表
さ
れ
た
の
を
機
に
羽
田
氏
は
そ
れ
ら
を
参
照
し

な
が
ら
、
「
エ
ル
l
ト
H
ホ
シ
ョ
ト
設
に
つ
い
て
」
を
執
筆
さ
れ
た
(
本
書
、

第
二
部
第
三
章
〉
。
そ
の
主
旨
は
、
エ
ル
l
ト
H
ホ
シ
ョ
ト
読
を
強
く
主
張
で
き

る
根
接
、
理
由
を
誘
い
た
も
の
で
あ
る
。
第
四
章
「
ガ
ル
ダ
ン
俸
考
緯
」
も
重

要
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
言
及
を
省
略
す
る
。
第
五
、
六
章
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル

王
園
と
中
央
ア
ジ
ア
定
住
民
と
の
関
係
、
ジ
ユ
ン
ガ
ル
の
外
来
文
化
受
容
に
つ

い
て
の
論
考
で
あ
る
。
ジ
ユ
ン
ガ
ル
王
園
領
内
に
プ
ハ

1
ラ
人
(
東
ト
ル
キ
ス

タ
ン
の
ト
ル
コ
族
〉
が
移
住
し
て
ジ
ュ
ン
ガ
ル
支
配
者
の
た
め
に
農
耕
に
従
事

し
、
こ
の
農
耕
移
民
が
タ
ラ
γ
チ
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
、
中
央
ア
ジ
ア
の
住

民
が
サ
ル
ト
(
商
人
〉
と
し
て
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
た
め
に
商
業
を
営
み
、
中
園
や

ロ
シ
ア
と
の
聞
の
中
縫
貿
易
に
従
事
す
る
者
が
あ
っ
た
こ
と
、
ジ
ユ
ン
ガ
ル
軍

隊
の
な
か
の
プ
l
チ
ン
と
務
す
る
砲
術
兵
士
も
中
央
ア
ジ
ア
住
民
の
出
身
で
あ

っ
た
こ
と
を
清
朝
史
料
や
欧
露
文
献
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
た
。
第
六
章
で
は
ジ

品
ン
ガ
ル
王
圏
内
へ
の
ラ
マ
数
の
停
来
に
つ
い
て
遮
ベ
、
飲
茶
の
風
習
、
寺
院

-153ー



154 

都
市
の
出
現
、
寺
領
組
織
、
文
字
、
書
籍
、
ラ
マ
憎
の
数
回
母
的
役
割
な
ど
に
つ

い
て
解
明
さ
れ
て
い
る
。
羽
田
氏
の
い
ノ
ュ
ン
ガ
ル
研
究
は
わ
が
園
で
は
じ
め
て

ジ
ュ
ン
ガ
ル
史
を
本
格
的
に
と
り
あ
げ
た
も
の
で
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
。
た

だ
し
、
氏
の
研
究
範
圏
は
基
礎
的
問
題
(
エ
ル
1

ト
考
設
、
プ
ハ

l
ラ
人
問

題
〉
な
ど
に
限
ら
れ
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
王
圏
史
全
鐙
を
構
造
的
、
か
っ
、
種
系
的

に
研
究
さ
れ
た
論
考
は
ま
だ
設
表
さ
れ
て
い
な
い
。

第
三
部
東
西
交
渉
史
論
で
は
古
代
に
お
け
る
東
西
文
化
の
交
流
と
ソ
グ
ド

人
の
東
方
活
動
が
主
要
な
内
容
で
あ
る
。
雨
論
と
も
イ
ス
ラ
ム
以
前
の
中
央
・

直
ア
ジ
ア
を
舞
蔓
と
す
る
東
西
交
渉
史
、
文
化
交
流
史
を
羽
田
氏
の
史
観
で
檀

系
づ
け
た
も
の
で
、
と
く
に
ソ
グ
ド
史
の
叙
述
は
魅
力
的
で
あ
る
。

第
四
部
「
ト
ル
コ
民
族
と
イ
ス
ラ
ム
」
は
朝
刊
田
氏
の
別
の
重
要
な
研
究
分
野

で
あ
り
、
八
章
に
編
成
さ
れ
た
八
篇
の
原
著
論
文
は
最
近
十
五
年
の
聞
に
端
技
表

さ
れ
た
こ
と
よ
り
見
て
、
氏
が
最
近
、
と
く
に
関
心
を
抱
い
て
お
ら
れ
た
テ
1

7

と
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
中
心
課
題
は
十
世
紀
以
降
の
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け

る
ト
ル
コ
族
の
定
住
化
と
イ
ス
ラ
ム
化
及
び
そ
の
ス

1
フ
イ
ズ
ム
化
で
あ
る
。

羽
田
氏
は
カ
ラ
ハ
ン
朝
の
中
央
ア
ジ
ア
移
動
、
サ
ト
ゥ
ク
・
プ
グ
ラ
・
ハ
ン
改

宗
侍
読
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
ト
ル
コ
族
の
イ
ス
ラ
ム
化
、
カ
ラ
ハ
ソ
朝
で
う

ま
れ
た
現
存
最
古
の
ト
ル
コ
語
文
皐
作
品
『
ク
ダ
ド
グ
ゥ
・
ピ
リ
ッ
グ
』
、
ヵ

ツ
ユ
ガ
リ
l
の
『
ト
ル
コ
・
ア
ラ
ブ
語
索
』
の
成
立
、
こ
れ
に
伴
な
う
ト
ル
コ

族
の
定
住
民
化
、
都
市
民
化
の
過
程
と
そ
の
特
徴
を
総
合
的
に
解
読
し
、
さ
ら

に
ト
ル
コ
族
の
イ
ス
ラ
ム
化
に
も
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
的
要
素
の
残
存
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
鮎
で
「
ジ
ャ
ダ
の
呪
術
に
つ
い
て

1
|
シ
ヤ
マ

一一

ズ
ム
と
イ
ス
ラ
ム

1
|」
は
注
目
す
べ
き
論
考
で
あ
る
。
北
・
中
央
ア
ジ
ア
の

滋
牧
民
族
関
で
時
空
を
越
え
て
康
く
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
ジ
ャ
ダ
呪

術
が
イ
ス
ラ
ム
敬
義
と
複
合
し
て
い
る
事
貨
を
羽
田
氏
は
解
明
し
て
い
る
。
ま

た
、
遊
牧
ト
ル
コ
族
が
イ
ス
ラ
ム
化
し
た
際
に
、
隊
商
に
参
加
し
て
い
た
ス
l

フ
ィ
l
(
も
し
く
は
デ
ル
ヴ
ィ
シ
み
)
の
敬
設
を
媒
介
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て

も
事
例
を
あ
げ
て
説
明
し
て
お
ら
れ
る
。
第
四
部
第
八
章
|
|
本
書
の
最
終

ー
ー
は
イ
ス
ラ
ム
園
家
の
完
成
と
題
し
て
、
オ
ス
マ
ン
図
家
の
形
成
と
成
立
、

健
制
に
つ
い
て
の
概
設
で
あ
り
、
最
近
の
ト
ル
コ
共
和
圏
の
研
究
を
も
参
照
し

て
い
る
。
第
四
部
の
各
論
説
は
在
来
、
未
解
明
の
分
野
を
扱
っ
た
も
の
で
、
羽

田
氏
は
わ
が
園
の
皐
界
で
は
じ
め
て
概
括
的
考
察
を
試
み
ら
れ
た
も
の
と
し
て

許
償
さ
れ
る
。
問
題
は
康
汎
な
の
で
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
さ
ら
に
深
化

さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
今
後
の
研
究
者
の
任
務
と
な
ろ
う
。
第
四
部
は
こ
れ
に
射

す
る
有
盆
な
指
針
と
な
る
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

以
上
、
見
て
来
た
よ
う
に
、
羽
田
氏
は
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
近
世
史
、
ジ
ュ
ン

ガ
ル
史
、
東
西
交
渉
史
、
中
央
ア
ジ
ア
の
ト
ル
コ
民
族
史
の
四
つ
の
分
野
で
輝

か
し
い
業
績
を
あ
げ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
言
要
で
あ
る
が
、
私
は
東
ト
ル
キ
ス

タ
ン
近
世
史
開
拓
の
功
績
を
と
く
に
評
債
し
た
い
。
羽
田
氏
の
研
究
法
と
論
設

は
貧
霊
的
で
あ
る
こ
と
は
嘗
然
で
あ
る
が
、
そ
の
中
味
は
難
解
な
理
論
化
に
走

る
こ
と
な
く
、
卒
明
で
理
解
し
や
す
く
、
ま
た
、
考
詮
的
論
文
に
あ
り
が
ち
な

讃
解
上
の
難
波
さ
が
な
い
。
ボ
ン
・
サ
l
ン
ス
を
感
じ
さ
せ
る
。
わ
が
園
の
西

域
史
皐
の
停
統
的
手
法
、
ト
ル
コ
文
献
皐
、
フ
ラ
ン
ス
東
洋
皐
の
総
合
的
皐
風

が
融
合
さ
れ
た
中
央
ア
ジ
ア
史
撃
が
こ
こ
に
あ
る
。
本
書
全
鐙
が
文
化
交
流
史

そ
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
専
門
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
庚
く
ア
ジ
ア

史
に
関
心
を
持
つ
研
究
者
に
も
理
解
し
や
す
く
、
安
心
し
て
依
接
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
最
近
の
新
し
い
研
究
成
果
が
本
書
に
す
べ
て
反
映
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
皐
界
が
進
歩
す
れ
ば
、
新
研
究
か
出
て
く
る
の
は
嘗

然
で
あ
る
。
し
か
し
、
羽
田
氏
の
著
書
は
そ
れ
じ
た
い
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
そ

の
範
囲
内
で
後
拳
の
士
は
安
心
し
て
依
銭
し
、
研
究
の
出
妥
貼
と
す
る
こ
と
が
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で
き
よ
う
。
私
自
身
、
研
究
分
野
の
一
つ
と
し
て
い
る
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
近
世

史
の
分
野
に
限
っ
て
も
、
氏
の
所
論
に
は
史
料
操
作
上
、
あ
る
い
は
歴
史
の
大

局
抱
渥
上
の
重
大
な
難
黙
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
強
い
て
不
足

の
黙
を
あ
.
け
れ
ば
、
社
舎
、
経
済
、
生
産
、
地
域
性
、
少
数
民
族
問
題
に
関
す

る
叙
述
が
や
や
乏
し
い
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
て
二
気
づ
い
た
黙
を

あ
げ
る
と
、
一
九
頁
の
骨
玄
島
。
自
主
個
目
。
は

F
O
忽凶

Z
S
E
E
5と
、

二
五
頁
の
歪
思
は
歪
思
と
そ
れ
ぞ
れ
譲
む
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
三
六
頁
の
モ
ス

l
ル
・
ダ
l
パ
ン
は
モ
ス
ル
・
ダ
パ

1
ン
と
讃
む
べ
き
か
。

わ
が
園
の
東
洋
史
皐
界
で
は
中
央
ア
ジ
ア
史
に
闘
す
る
論
文
は
多
い
が
、
専

門
研
究
書
(
単
行
書
)
は
比
較
的
乏
し
い
。
そ
の
意
味
で
、
羽
田
明
著

『
中
央

ア
ジ
ア
史
研
究
』
は
き
わ
め
て
重
要
か
つ
有
意
義
な
文
献
で
あ
り
、
皐
界
の
貴

重
な
財
産
で
あ
る
。
私
は
本
書
を
逼
讃
し
て
、
沼
田
明
氏
の
中
央
ア
ジ
ア
史
筆

研
究
上
の
貢
献
が
紹
大
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
信
す
る
と
と
も
に
、
氏
の
研

究
活
動
と
本
書
の
刊
行
に
劉
し
、
心
か
ら
の
敬
意
を
表
す
る
。

一
九
八
二
年
六
月
京
都

A
5
版

鈴

木

中

正

編

千
年
王
国
的
民
衆
運
動
の
研
究

大

津

臨
川
書
広

五

O
七
頁

願

浩
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一
盤
、
「
邪
数
」
と
は
定
義
さ
れ
う
る
概
念
な
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
「
邪

教
」
と
は
前
近
代
中
閣
の
支
配
の
論
理
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
如
何
な
る
祉
舎
で
も
そ
の
支
配
の
正
嘗
化
の
論
理
は
必
要
と
さ
れ
る
。
そ

れ
は
、

p
-
L
・パ

l
ガ

1
の
い
う
よ
う
に
、
歴
史
的
に
み
て
宗
激
的
な
世
界

の
正
賞
化
が
最
も
確
寅
で
永
績
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
す
れ

ば
、
聖
と
俗
が
裁
然
と
区
分
さ
れ
な
い
社
禽
で
は
異
端
運
動
は
ま
さ
し
く
正
統

性
に
直
結
す
る
重
大
な
問
題
を
惹
起
す
る
で
あ
ろ
う
。
濁
自
の
正
統
性
を
主
張

す
る
「
邪
教
」
の
活
動
が
常
に
政
治
性
を
も
っ
て
針
廃
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
も

こ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
教
的
反
甑
こ
そ
こ
う
し
た
正
1

邪
の
封
立
を

最
も
鮮
明
に
浮
彫
り
に
す
る
場
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
宗
教
運
動
を
研
究
す
る
意

味
の
一
つ
は
こ
こ
に
存
在
す
る
と
も
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
民
衆
宗
敬
遠
動
の

研
究
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
分
野
の
一
つ
に
明
清
時
代
が
あ
る
が
、
近

年
の
そ
の
研
究
に
は
大
別
し
て
二
つ
の
方
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
つ

は
太
卒
天
園
・
義
和
風
運
動
へ
の
関
連
を
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
宗
教
的

反
飢
の
果
し
た
民
衆
の
繁
革
主
慢
形
成
の
過
程
を
問
い
か
け
る
も
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
千
年
王
閣
信
仰

(
B
E
E
R
-
2
2日
)
と
い
う
概
念
を
援
用
す
る

立
場
に
代
表
さ
れ
、
ま
ず
個
々
の
具
鐙
的
事
例
を
封
照
さ
せ
る
べ
き
理
念
型
の

設
定
を
は
か
ろ
う
と
い
う
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
雨
者
の
立
場
は
決
し

て
相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
相
補
完
す
る
も
の
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

千
年
王
閣
信
仰
に
基
づ
く
民
衆
運
動
と
中
園
に
お
け
る
白
蓮
教
な
ど
の
宗
教

運
動
と
の
類
似
性
は
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
寅
際
に
研
究
函
で
の
比

較
釣
照
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ホ
プ
ズ
ポ
l
ム
の
著
何
が
紹
介
さ

れ
て
か
ら
の
こ
は
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
後
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
や
コ

l
ン
の
研
究

の
翻
誇
が
出
さ
れ
、
中
園
史
に
関
し
て
も
太
卒
道
や
太
卒
天
圏
、
情
代
の
宗
教

運
動
等
を
千
年
王
園
信
仰
と
の
関
連
で
と
ら
え
る
研
究
が
現
わ
れ
て
千
年
王
園

論
は
民
衆
運
動
の
研
究
に
一
つ
の
場
を
輿
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
傾
向
に
刺
激
を
輿
え
た
ホ
プ
ズ
ポ
l
ム
の
見
解
の
中
心
は
、
千

年
玉
圏
主
義
の
運
動
を
前
近
代
的
な
抵
抗
運
動
が
近
代
的
な
革
命
運
動
へ
と
つ
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